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森 由 美(シ ー ・デ ィ ー ・ア イ)
(1)歴 史的概観
ブラジルへの日本人移民の歴史 は1908年 に始 まった。現在75万 ないし80万の日本人 ・日系
人がいると推定 されている。
最 も古い 日本語学校 は、1915年 にサ ンパ ウロ市にで きた大正小学校で、生徒数10名 前後で
スター トしたと言われている。以後、 日本人移民の増加 とともc`各地で日本語学校が次々に
開設 され、さまざまな紆余曲折 を経なが らも、 日本語教育 は続 けられてきた。
現在日本語学校 は教師数1、2名 、生徒数30名(11-12歳 の児童が中心)、 超複式授業 と
いったような形態の小規模な私塾的なものが大部分を占めている。1983年 の調査によると、
日本語学校の数352校 、教師数654名 、生徒数2万187名 となっている。
このようにブラジルにおいては、最近の日本の経済発展 ・国際的地位の向上に影響 された
日本語ブームとはちがった社会的基盤の上 に日本語教育が幅広 く行われてきたといえる。 し
かしブラジルにおける伝統的な日本語教育 は10歳 前後の日系人児童 ・生徒 を中心に、祖父母
の言語 を知 り、日本人 としてのアイデンティティーを持つことを主な目的 として行われて き
たという性格があり、教科書も日本の国語教科書をそのまま使用する国語教育の色彩が濃か
った。結局その域を出ることがで きず日本語教育の長い歴史 も日本研究へ とはつながらなか
ったようである。
しかし最近では日系3、4、5世 が増加 し、従来の母国語教育から外国語 としての日本語
教育への移行が余儀な くされて きてお り、ブラジルで作成 された教科書も使用されるな ど新
しい局面へと展開 しつつある。一般ブラジル人の問でも実利的な面から日本語に興味を持つ
者があらわれている。しかしほとんどが初歩の 日本語学習段階で止 まって しまうようであ
る。
そのようななかで、はじめて日本研究 に取 り組んだのはサンパウロ大学(Universidade
deS穉Paulo)で ある。
サンパ ウロ大学 は1934年 に創立 された20の 学部 と多 くの研究所から成るブラジル最大の総
合大学である。1963年 、哲学 ・文学 ・人間科学学部 に東洋語学科が開設され、その際、 日本
語 ・日本文学講座 も新設された。東京外国語大学からの交換講師および現地助手2名 で発足
し、1967年 交換講師制が廃止 された後は主任教授 として日系1世 の鈴木悌一が就任 した。
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(2)現 状
アUniversidadedeS穉Pauloサンパウロ大学
日本語 ・日本文学講i座では4年 間に132単 位 を取得 しなければな らないが、必修96単 位 の
うち48単 位が 日本語学 と日本文学に当てられている。各学年 とも週3日 、それぞれ2コ マ
(1コ マが昼間コースで100分 、夜間コースで80分)ず つ日本語 と日本文学 に関する講義が行
われる。当講座の指導方針 は 「日本語および日本文学の研究者を養成す る」ことにあり、授
業レベルはかな り高度である。
第1学 年では日本語文法の概要を学び、LL(ラ ンゲージ ・ラボラ トリー)を 用いて会話
にも慣れる。第2学 年では随筆や現代文学を読み、1・2年 を通 じて漢字 を1100字 程度覚え
る。第3学 年ではほとんど日本語だけで講義が行われ、現代文学、短歌 とともに基本的な日
本古典 を読解 し、古典文法 も学習する。第4学 年 は完全に日本語だけの講義 となり、日本文
化に関する内容や、程度の高い現代文学、『平家物語』などの古典文学をも読解する。
昼間 コースと夜間コースがあ り(格 差 はまった くない)、学生の定員はそれぞれのコース
で40名 、合計80名 であるが、ほとんどの学生が日系3、4世 で、その90%が 女性 であ り、 日
本研究への関心 というよりも祖父母の国の言語を勉強す るということで入学するものが多
く、単位取得がかなり厳 しいこともあ り、卒業できるものは毎年10名 以下 にとどまるようで
ある。
また日本語専修以外の一般学生に対 して も選択科 目として週3時 間のL.L.を 用いた日本
語の授業が行われている。
日本語 ・日本文学講座 の付属機i関として1968年 日本 文化研究所(CentrodeEstudos
Japoneses)が 設立 された(1981年 以降 は東洋語学科 に直属)。 この研究所 は教官層の質の
向上を図 り、単なる日本語教授だけではな く学問的な日本研究 を行い、研究者 を養成するこ
とを目的 として設置されたもので、 日本語学、 日本文学、 日本文化史な どを中心とした研究
が行われている。
所長 には国際交流基金から派遣されている玉井乾介が就任 している。それ以外には、
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が研究のかたわ ら日本語 ・日本文学講座で教鞭 を執っている。その他後継者 を養成するため
に、学部 の学生で有能なものをそのままの身分で研究所員にし、研究テーマを持たせた り日
本の大学に留学させた りする方法 を採用 してお り、そのようなものが別に2、3名 いる。
研究所内で は、 日本語 ・日本文学講座 のテキス トの作成やそのための研究会 などが行わ
れ、 また客員教授によって研究員 に対 し、個々の研究内容についての個人指導および研究者
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と して 必 要 な 専 門 的 技 術 の手 ほ ど き な ど が 随 時 行 わ れ て い る。研 究 紀 要"Estudos
Japoneses"が1979年 以 降発 行 され、研究 員 の それ ぞれ の専 門 の研 究分野 について の論 文が
発表 され てい る。 また ここの図書館 に は専 門書1万5500冊 、雑誌4000冊 が収 め られてい る。
イ 日本語講座 あ るいは 日本関連 プ ログラム を設置 してい る大学
(あ)Universidade:FederaldaBahia国立 バイ ア大学
CentrodeEstudosAfro-Orientaisにおい て教 師2名 に よる日本語 と日本 文化 の公 開講 座
(週3時 間)が 設 け られて いる。
(い)UniversidadedaBrasilia国立 ブ ラジ リア大学
DepartamentodeLetraseLinguistica-lnstitutodeExpress穉eComunicacaoにおいて
教 師1名 による4レ ベル の 日本語 コースが設 け られてい る。
(う)PontificiaUniversidadeCatolicadeS穉Pouloサンパ ウ ロカ ト1丿ック大学
DepartamentodeLingusticaにおい て教 師2名 による2レ ベ ル の日本語 コー スが設 け ら
れ てい る。
(え)UniversidadeEstadualde:Londrinaパラナ州 立 ロン ドリーナ総合大 学
DepartamentodeLetras-CentrodeLetraseCienciasHumanasにおいて 日本語 コース
(3レ ベル)、 日本語 の書 き方、 日本 文化等 の コースが設 け られ てい る。
(お)FundacaoUniversidadeEstadualdeMaringaマリンガ州立大学
InstitutodeEstudosJaponesesにおいて教 師3名 に よる日本語 コースが設 けられて いる。
(か)UniversidadeFederaldoParanaパラナ国立 大学
DepartamentodeLinguasEstrangeirasModernasにおいて教 師1名 による 日本語 の公開
講座 が設 け られ てい る。
(き)UniversidadeFederaldo:RiodeJaneiro国立 リオデ ジ ャネイ ロ大学
DepartamentodeLinguasOrientaiseEslavas-SetordeJaponesにお いて国際交 流基 金
派遣講 師 と現 地教師3名 による日本語 コース(8レ ベ ル)、 日本文 学(4レ ベル)、 日本文 化
の基礎 の各 コー スが設 けられ ている。
(く)UniversidadeFederaldoRioGrandedoSulリオグ ランデ国立大学
InstitutodeLetrasに お いて教師4名 によ る日本語 コース、 日本文化 コー スが設 けられて
い る。
研究者数の多い分野 は文学(9名)、 経営(7名)、 伝統文化(5名)、 宗教(4名)で あ
った。文学研究者の数が多いのはサンパウロ大学の日本文化研究センターの活躍に依 るとこ
ろが大 きい。また日本企業に関する研究 も近年 さかんになってお り、QCサ ークルの活発化
とともに、 この分野の研究に取 り組む者 も出てきている。
(3)課 題
巨大 さと変化、多様性がブラジルの根本的な特徴 といえる。面積851万1965km2、 人 口1億
2966万 人(1983年)の ブラジルにおいては、現在国づ くりに力が入れ られてお り、当面の課
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題 として経済的 ・工業的発展が必要 とされている。したがって教育 ・研究の場 において も、
工学や応用科学 といった理科系のす ぐ使 うことのできる技術が重視され、文学、哲学、歴史
あるい は社会科学、理論科学が軽視 される傾向にある。
また複合民族国家であるため、一般的には外国人 ということに対 しては非常に親 しみがあ
っても、いわゆる外国というその国単位において観念化することがないという性格 もある。
くわえて基本的には社会 をリー ドしているのは西欧文化であ り、そのような状況のもと当国
において実利的要素のほとんどない日本研究 を充分に発展させることは、かなりむずかしい
と言わざるを得ない。
現在 ブラジルは慢性的なインフレ状態にあり、かつ研究者が経済的に優遇 されるとい う伝
統 もない。日本研究が今後発展 してい くためには、研究者が研究に専念できる経済的保障を
確保することが大切である。サンパウロ大学の場合、日本語 ・日本文学講座 の主任教授 と教
官1名 の給与 は大学から出ているが、それ以外の給与 は国際交流基金の講師謝金助成によっ
て支払われてお り、その続行が望まれている。
また日本文化研究所では、後継者を養成するために学問的資質のありそうなものを早期に
探 し出 して所員 として採用し、就職を禁じて研究所 に通わせるという方法 を採用している。
ブラジルにおいては大学 は昼、夜の2部 制になってお り、学生 はフルタイムの職業に就 きつ
つ大学 に通 う場合がほとんでどある。そのような状況 において就職を禁 じるのであるか ら、
それな りの経済的バ ックアップも必要であろう。
サンパウロ大学の教師になるためには学位が重視 される。 日本語 ・日本文学講座には大学
院がないため、今までは言語学、歴史学、演劇学などの他の学科で学位 をめざすか、あるい
は日本かその他の国の日本学の大学院に留学するより方法がなかった。 しかし1987年 に大学
院が設置 されることになり、展望が開けつつあるように見える。
日本語 ・日本文学講座では学習時間 と教師数の不足が問題 となっている。多 くの内容を少
数の教師が指導しなければならず、教科内容を効果的に教えられないという悩みがあ り、 ま
たカリキュラムや教材の検討も必要 とされている。しか し教師の側にすれば、授業の準備 と
自らの学位取得のための研究に追われて充分な時間が取れず、教師数 を増やす ことは経済的
に不可能であるという状況で、何 らかの対策が望 まれている。
日本語教材 は日本文化研究所のスタッフが作成、充実させつつあるが、現在適切な日葡辞
典がな く、学生の学習意欲 を持続させることを妨げている。早期作成のための援助が必要で
あろう。
近年 日本語講座 および日本関係講座 を設置する大学が増え、また将来設置することを希望
する大学 もある(国 際交流基金のアンケー トで は20大学がその旨答 えている)。それが本格
的な日本研究 にまで発展するにはまだまだ長期的な展望を要するようには思えるが、少 しず
つで もそのような気運が盛 り上が り裾野の拡大に結びつけば、将来の日本研究にとって大 き
なステップになるか もしれない。
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